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 NPO 法人ミーネットの「がんのピアサポーター」養成講座の概要 
  
❶ジュニアコース 

講座で学んだことを、ご自身がよりよくがんと向き合うために活かすと共に、ご自身の身近な方々ががんの悩みを抱

えた時のサポートに役立てていただくためのコースです。 

がんのピアサポートを理解し、ピアサポートの基本姿勢を身に付け、他者をサポートするために必要なコミュニケー

ション技法や、がん治療の仕組みなどを学びます。 

■講座回数:４回 受講費:無料 資料費:3,000 円 

 

❷シニアコース 

ジュニアコースを経て、ピアサポートの実践活動に取組むためのコースです。 

様々ながん種の治療法と、それぞれのがん種の患者さんが抱えやすい悩みやその対処法を知り、相談事例を通して対

応方法を検討したのちにロールプレイを実施して対応力を身に付けるなど、ピアサポート実践重視の講座です。 

修了者は、愛知県内 16 の「がん診療連携拠点病院」や「名古屋市がん相談・情報サロン ピアネット(※1)」で、ピア

サポート活動に取組むことができます。(※1 ピアネットでの活動対象は修了後1年間の活動実績を積み、認定試験に合格した方) 

■講座回数:8 回 受講費:10,000 円(資料費含む) ピアサポーター登録費:20,000 円 

 

■NPO 法人ミーネット ピアサポーター養成講座の流れ 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリエンテーション 
 

ピアサポーターの基本姿勢 
 

対面の相談支援における 

基本的コミュニケーション技法 
 
知っておきたい「がん医療の基礎 

知識」と「相談支援機関」 
 
受講者は互いにがん体験や受

講動機をオープンにし、ピアサ

ポートの目的や役割を理解し
たうえで、ピアサポートに必要な

知識・スキル・態度を、グループ

ワークをまじえて学ぶ 

基礎講座  

 
 
がんのピアサポート総合演習①②③ 
 
がん種別・患者会（グループ・ピアサ 

ポート)におけるピアサポーターの役割 
 

がん診療連携拠点病院 

院内実習オリエンテーション 
 
がん患者の全人的な痛み、多層
的な苦悩、がんとともに生きるサバ

イバーシップについてより深く理解し

たうえで、ビデオ視聴やロールプレイ
をまじえて相談対応の方法を実践

的に学ぶ．相談記録の書き方や

情報支援の方法も訓練する 

実践講座 
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了
試
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受講生とスーパーバ

イザーもしくはピアト

レーナーがペアを組
み、協力病院（ミ

ーネットが院内ピア

サポート活動を実施
している病院）で相
談対応実習を行う 

院内 
ピアサポート 

実習(3～5 回) 

 
 

●病院内でのピアサポート活動  

●フォローアップ講座 

修了後 

 
●正しいがんの知識や相談対応の基本を学ぶことが自分自身に

も役立つ 

●専門家からの学び、実習、客観的評価などが求められる 

●同じ立場の人たちが同じ目標に向かって努力することの相乗

効果が得られる 

ピアサポーター養成講座の意義 

 
●相談者の悩みを「理解して聞く」ためには基本的な知識が必要 
●自分自身のがんを正しく知ることの大切さを伝えられる 

がんの正しい知識を学ぶ意味は 

 
●「ピアサポーターの心得」にのっとって対応する 
●傾聴を基本とし、相談者と「ともに考える」 
●医療的な判断はけっして行わない 

ピアサポート相談対応の基本 

【講師陣】 
名古屋市立大学病院 化学療法部 部長 小松弘和氏

豊橋創造大学看護学科准教授 大野裕美氏 ほ

か、愛知県内がん診療連携拠点病院 がん専門医、

専門医療職、ミーネット・ピアサポートスーパーバイザ

ー、同 ピアトレーナーなど 

❶期間:平成 29 年 9 月～30 年 7 月   

❷講座数:全 12 回 他、病院内実習 3～5 回 

❸会場:名古屋市内  

中区周辺(大須・栄周辺を予定) 

❹修了試験:通信制にて実施。8 月を予定   

回答期限、約 3 週間  

❺修了式:8～9 月を予定 

●ジュニアコース● 

 

 
     
肺がん 前立腺がん   
乳がん 婦人科がん   
胃がん 大腸がん 
   
6 種のがんの基本的な

知識、各がん種の特徴

的な患者の悩み、そのサ
ポート対応を学ぶ。 

臨床腫瘍医はじめ、医

療の専門職やピアトレー
ナーと合同で、ピアサポ

ートの事例検討などを行

う。 

がん種別・ がんの
基礎知識と 
ピアサポート 

●シニアコース● 

認定ピアサポーター試験 

約 1 年後 




